
 

令和８年（2026年)８月 31日 

６年生保護者の皆様 

札幌市立中沼小学校  

校 長 大畑 秀樹  

 

令和８年度 全国学力・学習状況調査の結果について 
      

晩夏の候、保護者の皆様におかれましては益々ご清栄のこととお喜び申し上げます。また、日

頃より本校の教育活動に対しまして、ご理解とご支援を賜り、感謝申し上げます。 

さて、４月に児童の学力・学習状況の把握分析を目的として６年生で実施した「全国学力・学

習状況調査」の結果及び分析についてご報告します。 
 
 

１．学力調査    
＜国語＞ 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
                

＜算数＞ 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
             

 

 

【学習指導要領の領域の 
平均正答率を全国と比較】    

全国平均より、全体的に下回

っていましたが、特に課題とな

った領域は次の通りです。     
＜特に課題となった領域＞ 

◆言葉の特徴や使い方 

◆情報の扱い方 

◆話すこと・聞くこと 

◆書くこと 

◆読むこと 

 

 

 

 

 

●漢字を正しく使うこと

ができる。 

 

●自分の考えが相手に伝

わるように、理由や

具体例を挙げて、分

かりやすく話したり

説明したりすること

ができる。 

 

◎漢字を文章の中で正し 

く使う学習を大切にし 

ます。       
 ・漢字テストで定着を図る。 
 ・作文で既習漢字を使ったり、 

見直す機会を増やす。      
など     

◎「考えたこと→理由→具体

例」の順に話すなど、話し

方の型を確認し、ペアや小

グループで考えを伝え合う

活動を、学習だけではなく

日常場面でもたくさん取り

入れます。 

本校の概要 課 題 

 

育てていきたい力 

【学習指導要領の領域の 

平均正答率を全国と比較】    
全国平均より、全体的に下回

っていましたが、特に課題とな

った領域は次の通りです。     
＜特に課題となった領域＞ 

◆数と計算  

◆図形 

◆測定 

◆変化と関係 

◆データの活用 

 

●計算で図形の体積を

求めることができ

る。 

●与えられた条件をも

とに、図形の辺の長

さの関係に着目しな

がら、長さや数量の

求め方を考えて説明

することができる。 

●四捨五入しておよそ

の数を求めることが

できる。 

●小数の引き算ができ

る。 

 

 

 

 

◎具体物や展開図などを活用

しながら、図形をイメージ

しやすいように可視化しま

す。   
◎四捨五入、小数の計算を正

確にできるように繰り返し

練習します。朝の時間や家

庭学習も活用し、継続的に

問題に取り組む機会をつく

ります。   
◎考えたことや解き方を、ノ

ートやワークシートに数や

言葉で書いた後に交流する

時間を大切にしていきま

す。 

 

 

本校の概要 育てていきたい力 
 

課 題 



２．学習調査の結果をうけて   
今回の調査結果をうけて、子どもたちの頑張りや成長しているところを大切にしながら、課題と

なった部分を伸ばしていくことができるように、２学期以降は次のように取り組んでいきたいと考

えています。 
   

 ◎「できる・分かる・楽しい」授業づくり 

 
  
 

 

 

 

 

 

 

３．学習状況調査   
学力調査（国語・算数）の他、学習状況調査（学習習慣や生活習慣等）も回答しました。おお

むね、全国平均と同じ調査結果になりましたが、全国平均と比べて評価の高かった項目がありま

したので、お伝えします。      

＜全国平均と比べて評価の高かった項目＞ 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
     

◇学校の勉強のことについて、あなたの親や家族は、どれくらいあなたと話しますか。 

＊８７％の児童が「ほぼ毎日」、あるいは「週に１～２回」話をしていると回答しました。そのうち６割が「毎日 

話をしている」と回答していました。 
 
 

◇先生は、あなたのよいところを認めてくれていると思いますか。 

＊１００％の児童が、「当てはまる」「どちらかといえば、当てはまる」と回答しました。 
 
 

◇人の役に立つ人間になりたいと思いますか。 

＊９５．６％の児童が、「当てはまる」「どちらかといえば、当てはまる」と回答しました。特に、「当てはまる」 

と回答した児童が９１％以上いました。 
 
 

◇学校に行くのは楽しいと思いますか。 

＊９１．３％の児童が、「当てはまる」「どちらかといえば、当てはまる」と回答しました。その一方で、「当て 

はまらない」との回答は０％でした。 

 

 

 

 

 

 
～回答結果より～   

上の結果から、本校の子どもたちは“自分が大切にされている”実感をもち、楽しく学 

校生活を送っていることが分かりました。そして、学校の取組と併せて、家庭でのお子さん 

への温かい励ましが、今回の結果につながったのではないかと思います。この結果から、改 

めて家庭と学校が連携を図り、共通の視点で子どもたちを見守っていくことの大切さを感じ 

ました。 

これからも、本校で大切にしている自己肯定感を高める教育活動を進めていきたいと思い 

ます。 

 

 
 

 本校の課題となっている単元や領域のサポートをしていくことで、 

基礎・基本の定着を図り、学習への意欲が高まるようにしたいです。    
＜例＞ 

 ・算数の図形の学習や習熟の時間を少人数指導形式で… 


